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秋の木津川花散策　19日　参加16人　
田中先生から恭仁京の解説　　オオバクサフジの開花確認
中学校の歴史の先生をされていた田中勝男さんに急遽御案内をお願いして、お世話になりました。集合時間には皆さん勢揃いされ、全員の自己紹介に続き、コースと目的を話し、早速く出発、旧加茂町役場にある大阪城の再建時に使われなかった巨大な石・残念石の説明を受けて一目散に木津川堤に進み、大野浜やお藪の説明を聞き、今日の目当てのオオバクサフジの開花との出会い、旧加茂町域の環境の素晴らしさを実感しました。恭仁大橋の南北にある歌碑の説明を受けて左岸を下りました。ここではクヅの葉の合間にキツネノカミソリがひっそりと咲きほこっていました。進むにつれてスズメウリやツリガネニンジン、ツユクサツルボ等にぎやかな花の群れの出現が続きました。蛇吉川の伝承や船岡山と飯岡山の伝承を聞き、足元の草グサに気を留めながら恭仁京小学校、大極殿跡に到着、11時40分でした。ここで大極殿の礎石を見ながら詳しい解説をして頂きました。何よりも皆さんが驚いたのは、その東に残る七重の塔の礎石が完全に当時のまま現存していることと同時に、最近平城京に再現された大極殿がこの恭仁京の大極殿の礎石を参考にして再現されていることでした。
ここ「ミカノハラ」に、高さ25mの大極殿がそびえ、東側に７０ｍの七重の塔が立つ風景を想像すると、権威の象徴として光り輝いていたのではないでしょうか。恭仁京の建設には、毎日5000人の人々が動員されていたとのことでした。

稲刈り体験　20日　42人（子供16人）神輿巡業で最高潮に盛り上がる　新聞社2社が取材に来る
昨年を大きく上回る参加がありました。大勢の子ども達の歓声が澄み切った秋空に響き、元気があふれました。黒光理事長の挨拶に引き続き大村・森島氏から諸注意が伝えられ、一部猪が入ったところで、稲刈りが始まりました。慣れない手つきでしたが、稲刈り鎌で力を入れると手ごたえが伝わってきます。手ごたえ十分です。日頃滅多に感じられない経験です。子供たちも大人も大変感激をされたようです。1時間の予定でしたが、腰が痛くなるのをこらえて一生懸命に作業をされるので、30分延長をしました。次に稲を束ねることもやってみました。そして最も大切な稲を乾燥させるはさ架けを作り、稲束の運びもやって架けました。午前の最後の仕事が、足ふみ脱穀機による脱穀作業でした。ギーコ、ギーコと軽快な響きを立てる脱穀機、足に力を入れて回転数を上げ、稲わらを差し込むとモミがザザーット落ちます。モミがきれいに落ちた穂先を見て、驚きの声が上がりました。そして全員が脱穀体験をして、楽しい昼食です。里山の会が炊き上げた新米のご飯に舌鼓を打ちながら戴きました。

昼食もそこそこに、午後の最初は子ども神輿担ぎです。刈り取った田んぼを舞台に、収穫を祝っての練り歩きです。近頃のお祭りは、労働など無関係に、神輿と共に歩くだけの祭になっています。今日は、みんな朝早く起きて、稲刈りと稲運び、脱穀など初体験の少しシンドイ労働を行って心身ともに満足感を得て、収穫の喜びを、ワッショイ！ワッショイ！と大人も子どもも一緒になって練り歩き、心から晴れ晴れとした気分を味わいました。みんなの笑顔がこぼれあふれていました。そして神輿を天まで差し上げて記念撮影、最高に盛り上がりました。
米の配達　始まる　新米を試食して戴いた方から、お話を聞いていた通り本当においしかったとハガキが寄せられました。追加注文も来ています。用意した分量もあとわずかです。一度試食ください。里山の会が自信を持ってお勧めする美味しさです。
第28回京都木津川マラソン大会　パート責任者会議から

昨年は締め切り後にも多数の申し込みが続き、返金作業によって、通常作業に支障が出てくる状態で、出場できない人が大変多く発生する事態になりました。マラソンブームによる盛況差の現れです。そこで今回から受付開始を10月1日から、締め切りを10月31日までの一ヶ月間（募集期間短縮）にしました。出場希望者には受付期間の短縮をお知らせいただきますようお願いします。また、諸準備をスムースに行うために、大会スタッフ名簿を早期に確立することで無駄を省く予算執行に取組みが可能なので、ご協力くださいと話合われました。木津川マラソンは2月6日が当日となります。里山の会では昨年通りの受け持ち分担をして協力します。約50人以上のメンバーを求めています。
23日　野鳥観察　夏鳥と冬鳥の入れ替わりの季節が始まる頃で、三川合流域では両方の鳥が同時に見られると案内してきましたが、季節の入れ替わり日にあたり強雨の為に中止しました。中心に取り組んだ田中さんは看板やチラシ配布、当日は8時前に現地に出向き成功の為に頑張って戴きました。18人の申し込み者や講師やスタッフへの中止連絡に奮闘、ご苦労様でした。
10月3日　京都府地域力文化祭　里山の会出展　飲食や販売、体験を通じて、京都各地の魅力を体感する取組が、京都岡崎ミヤコメッセで開かれます。里山の会の活動紹介のステージ発表と、鹿背山の柿の試食販売をします。当日午前の部と午後の部のスタッフを募集しています。　　事務所まで連絡待つ
やましろ里山の会 　 610-0331 京田辺市田辺深田15
メール　fddbw257＠ybb.ne.jp　電話0774－64－4183（F兼用）
ホームページ　http://www.yamashiro.ne-jp.net/


















